
卒
業
論
文

坂
井

直
樹

日
本
興
業
銀
行
の
資
金
調
達
構
想
―
政
府
保
証
規
定
を
中
心

に
―

髙
木

亜
月

伊
勢
神
宮
の
門
前
町
宇
治
・
山
田
に
お
け
る
江
戸
か
ら
明
治

期
に
か
け
て
の
神
仏
分
離
政
策
に
関
す
る
考
察

平
田

悠
人

鎌
倉
・
南
北
朝
期
に
お
け
る
石
清
水
八
幡
宮
神
人
の
強
訴

堀
口

慧
梨

永
井
柳
太
郎
と
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

森
田

寛
希

大
正
末
期
立
憲
政
友
会
に
お
け
る
党
路
線
の
模
索
―
普
選
後

の
政
局
を
め
ぐ
っ
て

山
田

芽
來

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
陸
軍
の
姿
勢

池
口

航
太

中
世
武
士
に
お
け
る
苗
字
継
承
の
意
義

小
池

晃
弘

普
通
選
挙
法
と
「
選
挙
の
管
理
化
」

幸
田

一
徹

水
防
に
み
る
近
世
淀
川
流
域
住
民
の
主
体
性

後
藤

紬

藤
原
純
友
の
乱
の
再
検
討

小
松
原
瑞
基

鎌
倉
後
期
幕
府
訴
訟
に
お
け
る
「
召
文
違
背
の
咎
」

小
山

大
貴

古
代
太
上
天
皇
の
創
出

志
波

英
明

強
訴
の
発
動
と
展
開
―
鎌
倉
期
興
福
寺
を
事
例
に
―

世
羅

文
哉

一
九
世
紀
姫
路
藩
に
お
け
る
固
寧
倉
と
地
域
の
実
情

瀧
野
瀬
未
祐

治
承
・
寿
永
の
内
乱
の
追
討
体
制

竹
内

淳

豊
臣
政
権
末
期
の
権
力
構
造
―
「
五
大
老
・
五
奉
行
制
」
を

中
心
に

細
内

威
佳

戦
国
期
下
野
国
衆
の
秩
序
意
識

望
月

優
希

近
世
、
北
関
東
に
お
け
る
長
吏
・
非
人
の
支
配
構
造

修
士
論
文

久
保
堅
大
朗

三
河
吉
田
藩
と
江
戸
藩
邸
社
会

増
田

琴
子

近
世
幕
府
領
に
お
け
る
山
林
の
規
制
と
利
用

鎌
田

宣
伸

南
北
朝
期
室
町
幕
府
の
京
郊
支
配
と
直
臣
編
制

谷
本

隆
之

戦
国
期
京
都
の
商
人
組
織

室
伏

奏
楽

摂
関
・
院
政
期
に
お
け
る
受
領
制
の
変
遷

博
士
論
文
（
授
与
年
月
日
が
二
〇
二
二
年
四
月
以
降
二
〇
二
三
年
三
月
ま
で
の

も
の
、
審
査
委
員
名
を
付
記
し
た
）

甲
（
課
程
博
士
）

章

霖

戦
間
期
に
お
け
る
日
本
海
軍
の
艦
隊
行
動
と
地
域
社
会

野
島
（
加
藤
）
陽
子
〈
主
査
〉・
鈴
木
淳
・
保
谷
（
熊
澤
）

徹
・
土
田
宏
成
・
大
江
洋
代

塚
原
浩
太
郎

近
代
日
本
の
選
挙
―
空
間
と
そ
の
組
織
に
つ
い
て
―

野
島
（
加
藤
）
陽
子
〈
主
査
〉・
鈴
木
淳
・
季
武
嘉
也
・

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
論
文
題
目
一
覧

二
〇
二
二
年
度

東
京
大
学
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
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中
北
浩
爾
・
千
葉
功

谷
川
（
鈴
木
）
み
ら
い

明
治
前
期
官
業
払
下
げ
の
政
治
経
済
史

鈴
木
淳
〈
主
査
〉・
野
島
（
加
藤
）
陽
子
・
粕
谷
誠
・
西

川
誠
・
中
西
聡
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